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両親

93.7%

父親だけ

0.3%

母親だけ

5.6%

n=893

父母とも

に

50.2%

主に母親

46.0%

主に父親

0.1%

主に祖父

母

2.0%

n=893

 アンケート調査結果の傾向分析（※前回調査との比較等） 

※前回調査：平成25年11月調査・平成26年3月報告 

    

≪１≪１≪１≪１．．．．おおおお子子子子さんとごさんとごさんとごさんとご家族家族家族家族のののの状況状況状況状況についてについてについてについて≫≫≫≫    

� 子育子育子育子育てててて（（（（教育教育教育教育をををを含含含含むむむむ））））をををを主主主主にににに行行行行っているっているっているっているのはのはのはのは、「、「、「、「父母父母父母父母ともにともにともにともに」」」」がががが60606060％％％％以上以上以上以上    

回答者の保護者は、「両親」が90％超と前回とほぼ変わりませんが、主な子育てを「父

母ともに」行っているとの回答は10ポイント以上増加しています。「主に母親」と回答

する層が減少し、父親も共に育てる意識が高まっていることがうかがえます。 

※野洲市子ども・子育て支援に関するアンケート調査結果速報（以下同じ）【３ページ（４）・４ページ（５）参照】 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

93.3

89.4

0.4

1.3

3.2

5.4

0.2

0.2

2.8

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=493）

小学校児童

（N=464）

両親 父親のみ 母親のみ その他 無回答

ほぼ変わらず 

前回 

今回 

前回 

65.3

62.3

32.0

34.5

0.4

1.1

0.2

0.6

0.2

1.6

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=493）

小学校児童

（N=464）

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 不明・無回答

10ポイントイ以上増 

父親も共に育てる意識が高まっていることがうかがえます。 

今回 

＜回答者の保護者＞ 

＜主な養育者＞ 

追加資料追加資料追加資料追加資料 
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野洲

29.2%

三上

9.5%
祇王

16.9%
篠原

8.8%

北野

17.6%

中主

17.0%

n＝893

� 住住住住んでいるんでいるんでいるんでいる地域地域地域地域（（（（小学校区小学校区小学校区小学校区））））はははは、、、、１１１１位位位位「「「「野洲野洲野洲野洲」」」」はははは変変変変わらずわらずわらずわらず、、、、２２２２位位位位のののの「「「「北野北野北野北野」」」」がががが増加傾向増加傾向増加傾向増加傾向    

 １位の「野洲」の回答割合は30％前後と変わらないものの、２位の「北野」は前回の

17.6％から就学前児童26.6％・小学校児童19・8％となり、人口動態に応じた回答割合

の増加がみられています。                【４ページ（６）参照】 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

前回 

＜お住まいの小学校区＞ 

28.0

7.1

14.6

4.9

26.6

17.8

1.0

31.9

4.7

17.7

4.5

19.8

19.4

1.9

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

野洲

三上

祇王

篠原

北野

中主

不明・無回答

就学前児童（N=493）

小学校児童（N＝464）

北野学区ポイント上昇 

今回 

人口動態に応じた回答割合の増加がみられます。 
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就労してい

る（フルタイ

ム）

23.4%

就労してい

る（フルタイ

ム、育休・介

護休業中）

4.7%
就労してい

る（フルタイ

ム以外）

26.4%

就労してい

る（フルタイ

ム以外、育

休・介護休

業中）

1.0%

現在は就労

していない

37.0%

就労したこと

がない

4.3%

n=886

≪≪≪≪２２２２．．．．保護者保護者保護者保護者のののの就労状況就労状況就労状況就労状況についてについてについてについて≫≫≫≫    

� 母親母親母親母親のののの就労状況就労状況就労状況就労状況ではではではでは、「、「、「、「現在現在現在現在はははは就労就労就労就労していないしていないしていないしていない」、「」、「」、「」、「就労就労就労就労したことがないしたことがないしたことがないしたことがない」」」」がががが減少減少減少減少    

 母親の「現在は就労していない」の回答割合は、前回の37.0％から就学前児童は

29.7％・小学校児童は22.1％と大きく減少し、「就労したことがない」も前回の

4.3％から就学前児童2.4％・小学校児童3.5％へとやや減少しています。その分、就

学前児童では「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中」の割合が、小

学校児童では「フルタイム以外で就労している」の割合が増加しています。 

【５ページ（１）参照】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

� 就学前就学前就学前就学前ではではではでは両親共両親共両親共両親共にフルタイムにフルタイムにフルタイムにフルタイム、、、、小学校小学校小学校小学校ではフルタイム・パートタイムのではフルタイム・パートタイムのではフルタイム・パートタイムのではフルタイム・パートタイムの組組組組みみみみ合合合合わせわせわせわせ

がががが増加増加増加増加しているしているしているしている    

現在の家庭類型については、前回調査と比較すると、夫婦いずれかが家事専業（タイ

プD）が就学前児童・小学校児童ともに15ポイント近く減少しており、就学前児童では

両親ともにフルタイム（タイプB）が約７ポイント増加、小学校児童ではフルタイムと

パートタイムの組み合わせ（タイプC）が20ポイント近く増加しています。ひとり親（タ

イプA）については、小学校児童ではやや増加しているものの、大きな変化はみられて

いません。                          【６ページ参照】 

 

 

 

前回 

＜母親の就労状況＞ 

24.2

29.5

13.8

1.3

26.3

38.0

1.6

0.4

29.7

22.1

2.4

3.5

1.8

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=491）

小学校児童

（N=458）

就労している（フルタイム） 就労している（フルタイム、産休・育休中等）

就労している（フルタイム以外） 就労している（フルタイム以外、産休・育休中等）

現在は就労していない これまでに就労したことがない

不明・無回答

現在は就労していない 

７ポイント以上下降 

フルタイム就労（産休中等）、 

フルタイム以外就労の割合増加 

今回 

女性の就業率が高まり、保育需要が拡大していることを表す結果と

なっているほか、産休・育休を取得しやすい環境が形成されてきて

いることや、子どもが小学生になっても母親がフルタイムで就労す

るのは難しい状況も示唆しています。 
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� フルタイムフルタイムフルタイムフルタイム以外以外以外以外のののの母親母親母親母親はははは、、、、「「「「フルタイムフルタイムフルタイムフルタイム以外以外以外以外のののの就労就労就労就労をををを続続続続けることをけることをけることをけることを希望希望希望希望」」」」がががが最最最最もももも多多多多いいいい    

パート・アルバイト等、フルタイム以外で就労している母親の「フルタイムへの転換

希望」は、就学前児童で約40％、小学校児童で約30％あり、今後の保育需要の拡大や保

育時間の延長につながるような意向が見られます。一方で、前回と同様、「実現できる

見込みがない」の回答もその中の約20％を占めています。 

最も多い回答は「フルタイム以外の就労を続けることを希望」で、就学前児童54.7％・

小学校児童63.6％となっており、前回の64.2％よりは減少しているものの、依然として

多数を占めています。                  【７ページ（２）参照】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労していない母親の75％以上が今後の就労を希望 

現在、就労していない就学前の母親のうち、就学前児童の約85％、小学校児童の約

75％が今後の就労希望を持っています。 

 また、就労していない母親の就労希望時期は、就学前児童では「将来、一番下の子が

３歳になったら」、小学校児童では「将来、一番下の子が７歳になったら」が最も多く、

それぞれ３割ほどとなっています。前回調査時よりも希望のバラつきが少ない結果と

なっています。                       【９ページ参照】 

 

 

 

 

 

 

 

今後の保育需要の拡大や保育時間の延長につながるような意向が

見られます。 

14.6

6.3

22.6

25.0

54.7

63.6

2.9

0.6

5.1

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=137）

小学校児童

（N=176）

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

フルタイム以外の就労を続けることを希望

フルタイム以外の就労をやめて子育てや家事に専念したい

不明・無回答

今回 

フルタイムで就労希望約３～４割 

フルタイム以外で就労継続希望約６割 

11.4

25.6

59.5

43.6

25.3

30.8

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=158）

小学校児童

（N＝117）

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

将来的に、一番下の子どもが○歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

不明・無回答

＜母親フルタイムへの転換希望＞ 

今回 

＜母親就労希望＞ 

就労希望約７～８割超 
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≪≪≪≪３３３３．．．．育児休業制度育児休業制度育児休業制度育児休業制度などなどなどなど職場職場職場職場のののの両立支援制度両立支援制度両立支援制度両立支援制度について≫について≫について≫について≫ 

� 育児休業は、就学前児童の母親、父親ともに「取得した（取得中）」が増加 

就学前児童の母親では、育児休業を「取得した（取得中である）」は45.8％で、前回

よりも20ポイントほど増加しています。また、就学前児童の父親は6.7％で、前回より

５ポイント近く増加しています。             【10ページ（１）参照】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

� 両立支援両立支援両立支援両立支援ののののためにためにためにために必要必要必要必要なことなことなことなことはははは、、、、就学前児童就学前児童就学前児童就学前児童・・・・小学校児童小学校児童小学校児童小学校児童ともともともとも１１１１位位位位、、、、２２２２位位位位はははは同同同同じじじじ    

 子どもを育てることと働くことを両立するために必要なことは、就学前児童、小学校

児童ともに「配偶者が家事や育児を分担し、協力すること」が最も多く、次いで「子育

てしている者に配慮した勤務時間制度などがあり、それが実際に活用できる職場環境」

となっており、いずれも70％以上という状況です。     【11ページ（２）参照】 

 

職場に育児

休業制度が

ない

12.7%

取得した（取

得中である）

2.2%

取得してい

ない

75.7%

無回答

9.4%

n＝498

前回 

＜育児休業取得状況（父親）＞ 

0.6 7.7 6.7 73.0 12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=493）

働いていなかった 職場に育児休業制度がない 取得した（取得中である）

取得していない 不明・無回答

今回 

＜育児休業取得状況（母親）＞ 

働いていな

かった

42.9%

職場に育児

休業制度が

ない

7.2%

取得した（取

得中である）

26.7%

取得してい

ない

17.8%

無回答

5.4%

n＝820

前回 

40.2 3.9 45.8 8.1 2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=493）

働いていなかった 職場に育児休業制度がない 取得した（取得中である）

取得していない 不明・無回答

今回 

育児休業取得は父母ともにポイント上昇 

育児休業取得ポイントが増えたことは就労している方が増加した

とも考えられ、保育の需要の高まりを示唆。 
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≪４≪４≪４≪４．．．．おおおお子子子子さんのさんのさんのさんの平日平日平日平日のののの幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園・・・・保育園保育園保育園保育園などのなどのなどのなどの利用状況利用状況利用状況利用状況についてについてについてについて≫≫≫≫    

� 現在、幼稚園・保育園などを「利用していない」との回答は減少している 

就学前児童では、現在、平日に幼稚園・保育園などを「利用していない」との回答は

23.1％で、前回の34.5％より10ポイント以上減少しています。特に３～５歳児は、前回

の9.2％から1.0％へと下がっています。           【12ページ（１）参照】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

� 平日に定期的に幼稚園・保育園などを利用している理由は、大きく２つに集約できる 

利用の理由としては、「子育てをしている者が現在就労しているため」（64.1％）、

「子どもの教育や発達のため」（63.0％）の２つが大半を占めています。 

【15ページ（３）参照】 

� 利用していない理由は「子どもがまだ小さいため」と「利用する必要がないため」が主 

利用していない理由としては、「子どもがまだ小さいため」（71.5％）、「利用す

る必要がないため」（38.6％）が上位２つとなっています。【16ページ（４）参照】 

75.6 

56.1 

9.2 

34.5 

50.1 

26.4 

0.7 

5.3 

8.5 

6.3 

8.1 

24.6 

27.0 

23.2 

0.7 

0.8 

0.4 

0.8 

0.2 

0.4 

0.4 

0.1 

2.2 

2.7 

2.7 

2.6 

12.6 

9.5 

2.2 

6.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

０歳児

(n=135)

１歳、２歳児

（n=264）

３～５歳児

(n=445)

合計

(n=844)

どこにも預けていない 幼稚園 （篠原）こども園

認可保育所 事業所内保育 認可外保育所

ファミリー・サポート・センター その他 無回答

＜幼稚園・保育園等 

の利用状況＞ 

前回 

74.0 

14.5 

55.3 

95.2 

23.1 

85.5 

42.3 

1.0 

2.8 

2.4 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童全体

（N=493)

０歳児

（N=69)

１・２歳児

（N=123)

３～５歳児

（N=292)

利用している 利用していない 不明・無回答

今回 

幼稚園・保育園を利用していないポイント下降 

幼稚園・保育園等の利用率の上昇、特に３～５歳児は９割超の利用

となり、ニーズが高い。 
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≪５≪５≪５≪５．．．．就学前就学前就学前就学前のおのおのおのお子子子子さんのさんのさんのさんの土曜土曜土曜土曜・・・・休日休日休日休日やややや長期休暇中長期休暇中長期休暇中長期休暇中のののの幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園・・・・保育園保育園保育園保育園のののの利用希望利用希望利用希望利用希望についてについてについてについて

【【【【就学前就学前就学前就学前のみのみのみのみ】】】】≫≫≫≫    

� 土曜、日曜・祝日の幼稚園・保育園などの利用意向は若干の増加にとどまっている 

前回調査と比較すると、土曜、日曜・祝日ともに「月に１～２回は利用したい」が数

ポイント増加していますが、最も多い回答である「利用する必要はない」の割合も増加

しています。                     【21ページ（１）参照】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※日曜・祝日の利用意向（N=844） 

項目 前回 今回 

利用する必要はない 50.1％ 77.7％ 

月に１～２回は利用したい 9.8％ 14.6％ 

 

 

 

 

71.9 

59.1 

53.5 

58.2 

0.7 

12.1 

8.5 

8.4 

10.4 

17.8 

21.6 

18.6 

17.0 

11.0 

16.4 

14.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０歳児

(n=135)

１、２歳児

(n=264)

３～５歳児

(n=445)

合計

(n=844)

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月１～２回は利用したい 無回答

＜土曜の利用意向＞ 

前回 

62.9 8.1 25.2 3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N＝493）

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月に1～2回は利用したい 不明・無回答

今回 

利用する必要はない上昇 月１～２回利用したい上昇 

利用する必要なないとしながらも、一定数の利用ニーズが見受け

られます。 



8 
 

≪≪≪≪６６６６．．．．おおおお子子子子さんのさんのさんのさんの病気病気病気病気のののの際際際際のののの対応対応対応対応についてについてについてについて≫≫≫≫    

� おおおお子子子子さんがさんがさんがさんが病気病気病気病気やケガやケガやケガやケガでででで利用利用利用利用できなかったできなかったできなかったできなかった場合場合場合場合、「、「、「、「母親母親母親母親がががが休休休休んだんだんだんだ」」」」がががが60606060％％％％前後前後前後前後    

 この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで幼稚園や保育園、小学校などへ行け

なかったことが「あった」は、就学前児童・小学校児童ともに65％ほどと、前回より15

ポイントほど増加しています。  

その場合に行った対処方法としては、「母親が休んだ」が60％前後で最も多く、前回

と比べると、「母親が休んだ」、「父親が休んだ」、「親族・知人に子どもをみてもら

った」、「病児・病後児の保育を利用した」等、いずれの回答割合も増えています。 

【23ページ（１）、24ページ（２）参照】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目（47ページ（11）、48ページ（12）参照） 前回 今回 

野洲市は子育てしやすいと思う回答者のうち 

体調の悪い子どもを預けられる施設があると回答 

0.7％ 

就学前児童 29.5％ 

小学校児童 19.6％ 

野洲市は子育てしやすいと思わない回答者のうち 

体調の悪い子どもを預けられる施設がないと回答 

35.4％ 

就学前児童 8.0％ 

小学校児童 9.2％ 

 

 

 

＜この１年間に、お子さんが病気やケガで通園・通学できなかったときの対処方法＞ 

病児・病後児の保育を利用したポイント 上昇 

22.5

65.2

33.2

27.4

9.2

0.0

0.3

2.5

1.5

14.3

55.3

26.7

27.7

1.7

0.0

8.7

1.0

2.7

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

不明・無回答

就学前児童（N=325）

小学校児童（N=300)

7.3 

19.0 

11.3 

4.0 

0.8 

0.0 

0.0 

0.5 

10.6 

22.0 

14.2 

26.1 

0.0 

0.2 

0.0 

1.6 

6.9 

23.8 

13.2 

14.7 

0.0 

0.0 

3.1 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

父親が休んだ

母親が休んだ

親族・知人に子どもをみてもらった

就労していない親が子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

子どもだけで留守番させた

その他

0～２歳児
（n=399）

３～５歳児

（n=445）
小学生

（n=509） 今回 前回 

０～２歳児：0.8 

（N=399） 

就学前9.2 

（N=325） 

上昇 

下降 

病児・病後児の保育を利用するニーズの増加が見受けられ、病児・

病後児保育事業の実施による改善がうかがえます。 
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≪７≪７≪７≪７．．．．幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園・・・・保育園保育園保育園保育園などのなどのなどのなどの不定期不定期不定期不定期のののの利用利用利用利用やややや宿泊宿泊宿泊宿泊をををを伴伴伴伴うううう一時預一時預一時預一時預かりかりかりかり等等等等のののの利用利用利用利用についてについてについてについて≫≫≫≫    

� 私用、親の通院等の目的で不定期に利用している事業は「ない」が約90％ 

この１年間で、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業

については、就学前児童・小学校児童ともに「利用していない」が約90％と大半を占め

ており、前回と同様の傾向となっています。       【26ページ（１）参照】 

 

� 一時預かり保育等の利用意向は、就学前児童40.2％、小学校児童22.6％ 

私用、親の通院、不定期の就労等の目的で一時預かり保育等を利用したいとの意向

は、就学前児童40.2％、小学校児童22.6％で、両者にやや開きがみられます。「利用す

る必要はない」が50％以上と最も多い回答である点は、前回と同様です。 

また、一時保育の利用目的としては、「私用、リフレッシュ目的」が約70％と最も多

く、前回と同様となっています。              【27ページ（２）参照】 

 

� お子さんを泊りがけで家族以外にみてもらったことが「あった」は約20％ 

この１年間に、保護者の用事によりお子さんを泊りがけで家族以外にみてもらわな

ければならないことが「あった」は、就学前児童は18.9％、小学校児童は16.8％で、前

回とほぼ同様となっています。対処方法も、「（同居者を含む）親族・知人にみてもら

った」が最も多い点は変わっていません。          【28ページ（３）参照】 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

一時預かり事業は大半が利用しておらず、また利用する必要はない

が半数ほどであるものの、就学前児童では４割、小学校児童では２割

強の利用意向がうかがえます。 
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18.6

33.1

24.8

21.1

7.9

21.8

20.5

31.7

33.3

36.7

46.5

32.6

60.9

35.3

41.8

42.2

45.5

45.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５歳

（n=156)
１年生

(n=139)
２年生

(n=141)
３年生

(n=128)
４年生

(n=101)
合計

(n=665)

有 無 無回答

≪≪≪≪８８８８．．．．おおおお子子子子さんのさんのさんのさんの放課後放課後放課後放課後のののの過過過過ごしごしごしごし方方方方についてについてについてについて≫≫≫≫    

� 放課後（平日の小学校終了後）の過ごし方では、「自宅」の希望が 50％以上 

 今後、放課後（平日の小学校終了後）をどのような場所で過ごさせたいと思うかでは、

「自宅」が最も多く、就学前児童が54.5％、小学校児童が74.1％となっています。 

また、「学童保育」の利用希望は、就学前児童は53.5％、小学校児童は32.3％で、就

学して以降は「屋外（友だち等と遊ぶ）」や「習い事」、「その他」などの希望も増え、

学童保育の比重が下がっているといえます。 

学童保育の利用希望では、通年保育（月～土曜）や季節保育は「小学校６年生まで利

用したい」が最も多いものの、日曜・祝日の利用希望は合わせて20％未満となっていま

す。                【29ページ（１）、30・31ページ（２）参照】 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

54.5

48.5

18.2

45.5

53.5

1.0

10.1

0.0

74.1

67.2

24.6

64.7

32.3

2.2

19.2

0.4

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

自宅

屋外（友だち等と遊ぶ）

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

学童保育所

ファミリー・サポート・センター

その他（コミュニティセンター、図書館、公園など）

不明・無回答

就学前児童（N=99）

小学校児童（N＝464）

今回 

前回 

＜放課後の過ごし方＞ 

＜次年度の学童保育 

利用意向＞ 

次年度から学童保育を利用する 

年齢（５歳児）において、学童 

保育を利用する割合が増加 

新１年生における学童保育の利用ニーズが高まっていることが

うかがえます。 
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≪≪≪≪９９９９．．．．子育子育子育子育てててて環境環境環境環境についてについてについてについて≫≫≫≫    

� 妊娠期から出産期に対しての支援で望むことは、「経済的支援の充実」 

 妊娠期から出産期に対して望む支援は、前回（48.6％）に引き続き、「経済的支援

の充実」が最も多く、回答割合は55.0％とさらに６ポイントほど増加しています。 

【33ページ（２）参照】 

� 子育て支援センターの利用状況は、「利用していない」が約80％ 

子育て支援センターは、「野洲」、「きたの」、「あやめ」、「その他の民間団体・

施設が実施している事業」の順に利用割合が高く、順位と回答割合に前回との大きな差

はみられません。                    【33ページ（３）参照】 

 

� 子育て支援センターの利用を増やしたい意向は、約25％ 

子育て支援センターを、今は利用していないができれば今後利用したい、あるいは、

利用日数を増やしたいと思うかでは、「利用していないが、今後利用したい」が14.2％、

「すでに利用しているが利用日数を増やしたい」が9.5％の約25％で、前回とほぼ同様

の傾向となっています。                  【34ページ（４）参照】 

 

� 子育ての悩み、不安・負担、気になることは、就学前児童、小学校児童ともに「子ど

もが思うようにならないとき、イライラする」が40％以上で１位 

子育てに関して、日頃悩んでいること、また不安や負担、気になることは、「子ども

が思うようにならないとき、イライラする」が就学前児童は46.7％、小学校児童は

41.8％で最も高くなっています。「子どもにとって、安全な遊び場が少ない」、「出産・

育児にお金がかかりすぎる」も、前回に引き続き上位にあがっています。 

【41ページ（６）参照】 

� 子育てに関する悩みの相談先は、「配偶者」、「友人」、「祖父母等

の親族」の順 

子育てに関する悩みの相談先は、「配偶者」、「友人（子育て中の仲間など）や知人」、

「祖父母等の親族」の順に高く、順位と回答割合は前回とほぼ同様となっています。そ

の他では、「近所の人」の割合がやや低下し、保育園や医療機関がやや増加しています。 

【43ページ（７）参照】 
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� 幼稚園や保育園などの施設・事業に望むことは、「友だちとのびのびと遊

ぶこと」、「自然や社会などの多様な体験をすること」、「しつ

けや生活習慣を身につけること」 

就学前児童では、「友だちとのびのびと遊ぶこと」が79.3％で最も高く、次いで「自

然や社会などの多様な体験をすること」が74.8％、「しつけや生活習慣を身につけるこ

と」が66.9％で続いています。これらの３項目は、前回調査でも上位３項目になってい

ます。                         【45ページ（９）参照】 

 

� 野洲市は、子育てをしやすいまちだと思う回答者は、60％以上 

 就学前児童、小学校児童ともに「どちらかというとそう思う」、「どちらかというと

そう思わない」の順となっています。「そう思う」、「どちらかというとそう思う」の

肯定的な評価を合わせた割合はいずれも60％以上で、割合は前回から大きな変化は見

られません。                       【46ページ（10）参照】 

 

� 野洲市の子育てをしやすいところは、「子育て支援センターの充実」

と「学童保育の充実」 

 子育てしやすいと感じるところは、就学前児童では「子育て支援センターが充実して

いる(43.9％」、「体調の悪い子どもを預けられる施設がある(29.5％)」の順、小学校

児童では「学童保育が充実している（39.2％）」、「子育て支援センターが充実してい

る（33.6％）」の順となっています。前回は２位と評価の高かった「医療費助成制度が

充実している」が10ポイント以上減少（25.0％→14.4％：就学前児童、10.5％：小学校

児童）しています。                   【47ページ（11）参照】 

 

� 野洲市の子育てをしにくいところは、「医療費助成制度が充実して

いない」と「遊び場が充実していない」 

 子育てをしにくいと感じるところは、就学前児童、小学校児童ともに「医療費助成制

度が充実していない（就学前児童：59.3％、小学校児童79.2％）」、「遊び場が充実し

ていない（就学前児童：55.8％、小学校児童58.5％）」の順となっています。前回２位

であった「体調の悪い子どもを預けられる施設がない」が20ポイント以上減少（35.4％

→8.0％：就学前児童、9.2％小学校児童）しており、改善の状況がうかがえます。 

【48ページ（12）参照】 


